
 
 

 

 

平成 22 年 12 月 22 日 

各位 

 

 

会 社 名：グローウェルホールディングス株式会社 

代 表 者 名：代 表 取 締 役 社 長  高 田 隆 右 

（コード番号 3141 東証二部） 

問い合せ先：執行役員ＩＲ広報部長    中  村  壽  一        

(電 話 番 号：０３－５２０７－５８７８) 

 

 

当社子会社の資本・業務提携についてのお知らせ 

 当社の 100％子会社であるウエルシア関東株式会社と株式会社ドラッグフジイは、平成 22 年

12 月 22 日開催の当社取締役会において、資本・業務提携に関して基本合意することを決議いた

しましたので、別添資料の通りお知らせいたします。 

 

以上



（別添資料） 

 

 

平成 22 年 12 月 22 日 

各位 

 会 社 名：ウエルシア関東株式会社 

 代 表 者 名：代 表 取 締 役 社 長 池野 隆光 

 問 い 合 せ 先：取締役財務経理本部長 

青木 昌弘 

 電 話 番 号：０４８－６６２－７７１１ 

 

資本・業務提携についてのお知らせ 

 当社と株式会社ドラッグフジイは、平成 22 年 12 月 21 日開催の取締役会において資本・業務

提携に関して基本合意することを決議し、本日、親会社であるグローウェルホールディングス

株式会社の取締役会において承認されましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１．当社の概要 

1． 商 号 ウエルシア関東株式会社 

2． 主な事業内容 調剤併設型ドラッグストアの運営 

3. 設立年月日 昭和 49 年４月 

4. 本 店 所 在 地 埼玉県さいたま市 

5. 代 表 者 氏 名 池野 隆光 

6. 資 本 金 3,115 百万円（平成 22年 8 月末現在） 

7. 売 上 高 127,787 百万円（平成 22年 8 月末現在） 

 

２．資本・業務提携の理由 

当社（ウエルシア関東）は首都圏を中心にドラッグストアを展開しており、調剤併設・深夜

営業・カウンセリング販売などビジネスモデルを構築し推進しております。近年は、群馬県及

び新潟県に出店する一方、山梨県の「株式会社ナカヤ」、群馬県の「株式会社ナガタ薬局」、

茨城県・長野県・福島県に展開している「寺島薬局株式会社」を買収・経営統合し、積極的に

エリアの拡大を図っており、平成 22 年 8 月末現在の店舗数は 368 店となっております。 

一方、株式会社ドラッグフジイ（フジイ）は、富山県を中心に地域密着型ドラッグストアを

42 店舗（平成 22 年８月現在）展開しております。 

今回の提携により、フジイはウエルシア関東のビジネスモデルを導入することで大手競合他

社との競争に打ち勝つ店舗造りを推進し、既存店舗を活性化させるウエルシア関東の経営サポ

ートにより業績の向上並びに経営基盤・顧客基盤の強化を図ることができます。 

ウエルシア関東は現在の出店地域である山梨県・長野県・新潟県の甲信越地区につながる富

山県を新たに加えることで、物流効率を図りながらドミナントを形成することができ、北陸地

区におけるフジイの優位性である地域の物件情報・商品情報及び消費動向の情報等を共有する

ことで、更なる事業拡大と北陸地区でのウエルシアブランド確立の足がかりなると考えており

ます。 



３．資本提携の内容 

ウエルシア関東はフジイの株主より 560 株を取得いたします。本件によりウエルシア関東の 

フジイに対する議決権割合は 35％となる予定です。 

 

４．業務提携の内容 

①営業協力 

イ．北陸地区における現有店舗の活性化、スクラップ＆ビルドを踏まえた店舗増大につい

て相互に協力を行う。 

ロ．北陸地区の店舗販促について適時共同して行う。 

②共同仕入れと商品供給 

イ．適時商品情報の交換を行うと共に、共同で商品の仕入れを行う。 

ロ．別途「商品供給契約書」を締結して、相互に商品の供給を行う。 

③共同物流 

北陸地区において相互に物流効率を改善するため、別途「共同物流契約書」を締結し共同

配送等を行う。 

④店舗の共同開発 

両社にて北陸地区における新規物件の開発を協力して行う。 

 

５．提携相手会社の概要 

1． 商 号 株式会社ドラッグフジイ 

2． 主な事業内容 ドラッグストアの運営 

3. 設 立 年 月 日 昭和 55 年 8 月 

4. 本 店 所 在 地 富山県高岡市 

5. 代 表 者 氏 名 藤井 均 

6. 資 本 金 40 百万円（平成 22年 8月末現在） 

7. 売 上 高 12,638 百万円（平成 22年 8 月末現在） 

 

６．日程 

 平成 22 年 12 月 22 日  基本合意書締結 

 平成 23 年 ３月末日迄 資本業務提携の最終契約締結 

株式譲渡の実施 

 

７．今後の見通し 

本件により、親会社であるグローウェルホールディングス株式会社の連結業績に与える影響

は軽微であります。 

  以上 


